
1 
 

STABRO 負荷計算 国⼟交通省仕様（平成 30 年版）の新機能・平成 27 年版からの変更点 
 
はじめに（STABRO 負荷計算 国⼟交通省仕様(平成 27 年版)を使⽤されている⽅へ） 
平成 27 年版 STABRO 負荷計算で作成したデータを開くには、画⾯左上のアプリケーションメニューより
[物件データのインポート]をクリック、「旧バージョン(平成 27 年版 Ver4.20)のプログラムで作成したデー
タ」にチェックを⼊れ、「参照」ボタンよりファイルを選択し、「インポート」ボタンをクリックします。 

 
 
平成 27 年版 STABRO 負荷計算で作成したデータを開く際の注意事項 
・ 平成 27 年版と平成 30 年版はファイルの拡張⼦が異なりますので、平成 27 年版のデータをダブル

クリックまたは平成 30 年版の画⾯上にドラッグ＆ドロップで開くことはできません。 
・ 平成 27 年版より前のバージョンで作成したデータのインポートはサポートしておりません。 
・ 平成 21 年版で作成したファイルを平成 27 年版で開き、使⽤していたデータについては、平成 27

年版 STABRO 負荷計算にて保存した上で上記ダイアログからファイルを指定してください。 
・ [地区データ]－[設計⽤屋外条件]－[夏期 設計⽤屋外温度]を“無次元化⽇変動率”に設定し

ているデータのインポートはできません（平成30年版には無次元化⽇変動率が存在しないため）。 
“各時刻 TAC 温度（危険率 2.5％）”に設定・保存し直したうえで、上記ダイアログからファイルを 
指定してください。 

・ 平成 27 版で作成したユーザーデータは平成 30 年版では使⽤できませんので、再度登録が必要で
す。 
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新機能 
・複数画⾯起動が可能となりました。 

 
複数画⾯起動に伴う注意事項 
・ ユーザーデータを登録する場合、複数の画⾯から登録しないでください。複数の画⾯から登録した場

合、最後に登録した画⾯でのユーザーデータのみ登録されます。 
 
 
・[窓ガラス・構造体] ひさしの⽇射⾯積率 SG 直接⼊⼒機能を追加しました。 
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・[窓ガラス・構造体] ひさしの表⽰モードが「ページ表⽰」「シート表⽰」に切り替え可能となりました。 
リボンメニューより切り替えを⾏います。 

 
 
[ページ表⽰]モード 

 
 
[シート表⽰]モード 
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・[窓ガラス・構造体] ガラス種類の検索が可能となりました。 
ガラス種類の選択画⾯上部の検索ウィンドウに検索⽂字列を⼊⼒すると、検索にヒットしたガラス種類の
み絞り込みリストに表⽰されます。 

 

 
 
・[窓ガラス・構造体] ガラス種類に「省エネ基準(H28)」を追加しました。 
基本的には「標準」タブ内のガラス種類を使⽤しますが、省エネ基準データを使⽤する際はご利⽤ください。 
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・[窓ガラス・構造体] 構成材料の検索が可能となりました。 
外壁、屋根、ピロティ床、内壁、天井・床、地中壁・⼟間床それぞれの材料選択画⾯上部の検索ウィン
ドウに検索⽂字列を⼊⼒すると、検索にヒットした材料のみ絞り込み表⽰されます。 

 

 
 
・[窓ガラス・構造体] 登録データの「上移動」「下移動」が可能となりました。 
ひさし、窓ガラス、外壁、屋根、ピロティ床、内壁、天井・床、地中壁、⼟間床それぞれの登録順を変更
する場合、「上移動」「下移動」を⾏います。 
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・室および室構造体の「上移動」「下移動」が可能となりました。 
室、室構造体それぞれの登録順を変更する場合、「上移動」「下移動」を⾏います。 

 
 
 
・[室登録] 室構造体のソート機能を追加しました。 
リボンメニューより表⽰の切り替えが可能です。デフォルト表⽰は「登録順」です。 

 
 
構造体区分・⽅位順とは… 
以下の優先順位でソートします。 
１． 構造体区分（窓ガラス→外壁→屋根→ピロティ床→内壁→天井・床→地中壁→⼟間床） 
２． ⽅位（⽅位 N から時計回り） 
３． 構造体記号名の昇順 
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・STABRO 負荷計算 国⼟交通省仕様(平成 27 年版)で作成したデータのインポート 
・ インポート⽅法は、本資料１ページ⽬「はじめに（STABRO 負荷計算 国⼟交通省仕様(平成

27 年版)を使⽤されている⽅へ）」をご覧ください。 
 
・ インポート時に以下のデータは平成 30 年版のデータに更新されます。 

 設計⽤屋外条件 
 実⾏温度差 ETD 
 設計⽤屋内条件 
 照明機器の消費電⼒ 

 
・ ユーザー登録した地区データを使⽤した平成 27 版のデータをインポートした場合、参照地名が編

集中状態となります。インポートした地区データをユーザーデータ登録する場合は「ユーザーデータ登
録」ボタンで登録してください。 
※平成 30 年版で登録したユーザーデータの地区名と同名の地区ユーザーデータを使⽤した 

平成 27 年版データをインポートした場合でも、地区名が「編集中」状態となります。 
（例） 

 
 平成 27 年版データをインポート
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・サポートメニューを充実させました。 
・ 操作マニュアルを開くには、[操作マニュアル]ボタンをクリックします。 

 
 
・ 最新版のプログラムが存在するか確認するには、[最新版のチェック]ボタンをクリックします。 
・ [起動時に最新確認]にチェックをつけると、次回ソフト起動時に⾃動で最新版のプログラムが存在す

るかを確認します。 
・ [更新履歴]より、プログラムの更新履歴を閲覧できます。 
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・エラーが発⽣した際は・・ 
以下のファイルを[オンラインサポート]に添付し、詳細な状況をお知らせください。 
・ STABRO 物件ファイル 
・ ログファイル（[ログフォルダを開く]ボタンで開いたフォルダ内の「StabroAL.log」ファイル） 
 

 
 

 
 

 



10 
 

  
 
平成 27 年版からの変更点 
・設計⽤屋外条件データが変更となりました。 
・ 参照地名が⼀部変更されました。「⾜摺」→「清⽔(⾜摺)」 
・ 設計⽤屋外温度の「無次元化⽇変動率」が廃⽌となりました。「TAC 温度」のみとなります。 
・ 絶対湿度が茶本掲載の時刻別データになりました。 
・ 相対湿度・⾮エンタルピーが茶本掲載の時刻別データになりました。 

これにより、「編集」時の相対湿度・⾮エンタルピー⾃動計算機能は廃⽌されました。 
・ 各地の温度・湿度・最多⾵向データが変更されました。 
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・実効温度差 ETD データが変更となりました。 
・ 各地の実⾏温度差 ETD データが変更されました。 

 

 
 
・設計⽤屋内条件データが変更となりました。 
・ ⼀般事務室（1）のデータが変更されました。 
・ 室内条件登録時の絶対湿度・⾮エンタルピーの⾃動計算機能は廃⽌されました。 
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・照明器具の追加および各照明器具の消費電⼒が変更となりました。 
・ 照明器具に「LED ルーバー有」が追加されました。 
・ 各照明器具の消費電⼒の値が変更されました。 

 

 
 
・構造体構成材料、表⽰順が変更となりました。 
・ 「[018]気泡コンクリート（ALC）」が茶本掲載のデータとなりました。（平成 27 年版までは便覧デ

ータ） 
・ 構造体材料の表⽰順を茶本掲載の順序に変更しました。 

※平成 27 年版との整合性を保つために材料番号は変更していません。 
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・TSV ファイルの出⼒項⽬が変更となりました。 
・ 冷房室内潜熱が 4 時刻の出⼒となりました。 

 
 
 
・各帳票は「建築設備設計計算書作成の⼿引き 平成 30 年版」に準拠しています。 

 


